
資 料 

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館の開館について 

 

１．開館日時 平成 23 年 7 月 10 日（日）、12 時 

 

２．施設の概要 

国宝合掌土偶を始め、是川遺跡や風張遺跡から出土した優れた縄文遺産を紹

介するとともに、埋蔵文化財の調査・研究、保存・活用を行う 

 

（常設展示の主な内容） 

・縄文の美 － 是川遺跡、風張遺跡から出土した秀逸品を展示 

        「漆の美」、「是川の美」、「風張の美」で構成 

・くらしシアター － 縄文時代の是川の秋の一日を映像で紹介する 

・縄文の謎 － 縄文の不思議を映像、パネル、実物資料を活用して解説する 

・国宝展示室 － 国宝の合掌土偶 1点のみを展示 

 

３．開館記念企画 

① 開館記念企画展「八戸の埋蔵文化財」 

期間：23 年 7 月 10 日（日）～9月 25 日（日） 

八戸市で本格的な発掘調査が始まった昭和49年から今日までの調査の歴

史を振り返るとともに、調査で発掘した出土品のうち選りすぐりの逸品を

紹介する 

 

② 開館記念講演会「是川遺跡の現在と未来」 

・日時 7 月 17 日（日）、午後２時 

・講師 岡村道雄（奈良文化財研究所名誉研究員） 

 

③ 企画展考古学講座 

・7月 30 日（土）「埋蔵文化財の保存と活用」 

水ノ江和同（文化庁記念物課文化財調査官） 

・8月 6日（土）「是川遺跡と長七谷地貝塚」 

小林和彦（是川縄文館館長） 

・8月 20 日（土）「発掘 30 年の歩み」 

工藤竹久（八戸市博物館館長） 

※各回、午後２時開始 


